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研究成果の概要（和文）：本研究では，脊椎圧迫骨折（以下，圧迫骨折）患者の痛みや恐怖・回避思考，身体パ
フォーマンス，日常生活動作能力，身体活動量，QOLに対する認知行動療法（CBT）を併用したリハビリテーショ
ン効果を無作為化比較試験で検証した．新鮮圧迫骨折患者を通常のリハビリテーションのみを施行する通常群と
CBTを併用するCBT群に振り分け，入院時から退院時における各アウトカムの改善状況を比較した．結果，両群と
もすべてのアウトカムにおいて有意な改善を認めた．一方，群間比較では，腰背部痛，運動耐容能および身体活
動量においてCBT群が通常群に比べ有意な改善を認め，CBTを併用したリハビリテーションの有用性が示唆され
た．

研究成果の概要（英文）：This randomized controlled trial examined whether standard rehabilitation 
(SR) combined with cognitive-behavioral therapy (CBT) more effectively improve low back pain (LBP), 
fear-avoidance beliefs, physical performance, physical activity, activities of daily living, and 
quality of life than SR alone in patients with vertebral compression fracture (VCF). Patients with 
fresh VCF were divided into a SR group or a CBT group in which CBT was combined with SR. The 
improvement status of each outcome was compared between the groups from admission to discharge. As a
 result, significant improvement was observed in all outcomes in both groups. In comparison between 
the two groups, significant improvements in LBP, exercise tolerance, and physical activity in the 
CBT group compared to the standard group were identified. In conclusion, SR combined with CBT is 
useful to improve key outcomes of patients with VCF than SR alone.

研究分野： リハビリテーション科学関連

キーワード： 脊椎圧迫骨折　認知行動療法　痛み　多面的アウトカム
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　現状，圧迫骨折患者に対するリハビリテーション戦略は確立されているとは言い難い状況である．本研究の結
果，CBTを併用したリハビリテーションが圧迫骨折患者の腰背部痛や運動耐容能，身体活動量といった重要なア
ウトカムの改善に有効であることが明らかとなった．これらの成果はCBTを併用したリハビリテーションが圧迫
骨折患者の多面的な問題を解決する新たな戦略となる可能性を示唆しており，学術的および社会的意義は大きい
と考えられる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
骨粗鬆症を基盤とした脊椎圧迫骨折（以下，圧迫骨折）受傷後は保存療法により加療されるこ

とが多く，一定期間の安静臥床後，体幹装具を装着して離床を開始し，起居動作や歩行，activities 
of daily living（ADL）練習といったリハビリテーションを進めていくのが一般的である 1)．こ
れまでに，われわれは保存療法を施行した圧迫骨折患者の受傷後初期の身体活動量に着目し，腰
背部痛の軽減や ADL の獲得におよぼす影響を検討した．その結果，受傷後初期の身体活動量が
低い者では，それが高い者に比べて 4 週目の腰背部痛が有意に高値であり，ADL 能力の獲得状
況については，2 週目，4 週目とも有意に低値であることが明らかとなった 2)．また，恐怖・回
避回避思考の中核をなす破局的思考を pain catastrophizing scale（PCS）にて評価し，身体パ
フォーマンスや身体活動量におよぼす影響を検討した結果，受傷後初期の PCS が高値なほど身
体パフォーマンスや身体活動量の獲得は不良であることを明らかにした 3)． 
一方，恐怖・回避思考の改善や身体活動量の向上に有効な治療法として認知行動療法

（cognitive behavioral therapy；CBT）が注目されており，メタアナリシスでは高齢者の身
体活動量の向上 4)や慢性疼痛患者の痛みの軽減 5)に有効であることが示されている．さらに，腰
椎椎弓切除術後患者に対し CBT を実施すると，腰背部痛の軽減や恐怖・回避思考の改善，身体
パフォーマンスの向上が認められることが明らかになっている 6)． 
以上のことから，圧迫骨折患者に対する通常のリハビリテーションに加え，CBT を早期から

併用することで恐怖・回避思考の改善や身体活動量の向上が早期より得られ，腰背部痛の軽減や
身体パフォーマンスおよび身体活動量の向上，ADL や quality of life（QOL）の改善に奏功する
のではないかと仮説した． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，新鮮圧迫骨折患者に対する通常のリハビリテーションと CBT の併用効果を

腰背部痛，恐怖・回避思考，身体パフォーマンス，身体活動量，ADL，QOL といった多面的な
アウトカムを指標に検討することである． 
 
３．研究の方法 
（１）対象 
新鮮圧迫骨折を受傷し，入院後，保存療法を施行する患者（認知症やその他の重篤な併存疾患

がない者）を対象とした．そして，運動療法を中心とした通常のリハビリテーションを実施する
通常群と通常のリハビリテーションに CBT を併用する併用群に無作為に割り付けた． 
（２）通常のリハビリテーションの方法 
 通常のリハビリテーションは，入院後 1 週間程度ベッド上で可能な運動療法を行い，その後
離床を開始し，2 週間程度で回復期病棟に転棟後，筋力練習や ADL 練習を重ね，外泊や退院調
整を行うという流れで進めた．また，入院後 1 週間以内に圧迫骨折の病態や急性腰痛，保存療
法，機能予後，動作上の注意点に関する教育を行った． 
（３）CBT の方法 
 CBT として，まず入院後 1 週目にリハビリテーションの目標について聞きとりを行った．こ
の際，shared decision-making model7)に従い，治療者が対象者にとって必要と考えられること
を挙げ，対象者も自身ができるようになりたいこと，できなくて困っていることを挙げ，双方が
説明，話し合いのもと目標を決定した．また，活動日記 8)を導入し対象者に歩数計を装着させ，
歩数および痛みのモニタリングを行い，日々の出来事として日常生活におけるできるだけポジ
ティブなコメントを記載させた．そして，設定した目標については達成度を毎週評価し，フィー
ドバックを行った．加えて，活動日記のコメントに関してもフィードバックを行い，ポジティブ
な内容に関しては称賛した．一方，ネガティブな内容については傾聴し，必要に応じて対処方法
の指導を行った．さらに，活動促進として目標歩数を決定し，疼痛の増悪時には適宜調整すると
いうペーシングを行った 9)．  
（４）基本項目 
 年齢，性別，body mass index（BMI），charlson comorbidity index，受傷前 ADL として barthel 
index，骨折椎体高位，mini-mental state examinaton（MMSE）を調査した． 
（５）評価項目 
腰背部痛は安静時および動作時の numerical rating scale（NRS），破局的思考は PCS，運動

恐怖は tampa scale for kinesiophobia（TSK）-11，抑うつは geriatric depression scale（GDS）
-15，ADL は functional independence measure（FIM），quality of life（QOL）は EuroQOL 5 
dimensions 3-level（EQ-5D），身体活動量はライフコーダーGS（Suzuken），圧潰は単純 X 線
所見を用いて，入院時（baseline），2 週後（2w），退院時（discharge）に評価した．また，身
体パフォーマンスは timed up and go test（TUGT），5 回椅子起立時間，6 分間歩行距離を 2w
および discharge に評価した． 
（６）統計学的解析 



統計学的解析として，Χ二乗検定，t 検定，反復測定二元配置分散分析（post hoc; sheffe 法）
を適用し，有意水準は 5%未満とした． 
 
４．研究成果 
（１）対象者数 

2019 年 1 月 24 日～2021 年 3 月 31 日までに
151 例が圧迫骨折で入院・加療後に退院した．
そのうち，研究対象となったのは 62 例で，通常
群，併用群に 31 例ずつにランダムに振り分け
た．最終的に解析対象は通常群 26 例，併用群 28
例となった．基本項目は両群間に有意差を認め
なかった（表 1）． 
（２）各評価項目の結果(表 2) 
① 腰背部痛 
 腰背部痛の改善状況は安静時では両群間に有
意差を認めなかったが，動作時は退院時におい
て併用群が通常群に比べ有意に低値であった． 
② 痛みの破局的思考，運動恐怖，抑うつ 

PCS の反芻および無力感の改善状況は両群間に有意差を認めなかったが，拡大視については
併用群でのみ有意な改善を認めた．一方，TSK-11 および GDS-15 の改善状況は両群間に有意差
を認めなかった． 
③ 身体パフォーマンス 

TUGT，5 回椅子起立時間の改善状況は両群間に有意差を認めなかった．一方，6 分間歩行距
離は交互作用を認め，退院時において併用群は通常群に比べ有意に高値であった． 
④ 身体活動量 
歩数および身体活動時間は交互作用を認め，退院時において併用群は通常群に比べて有意に

高値であった． 
⑤ ADL，QOL 
 FIM および EQ5D-3L の改善状況は，両群間に有意差を認めなかった． 
⑥ 椎体圧潰 
 椎体圧潰は，前壁，中壁，後壁の全てにおいて経過とともに有意に進行したが，両群間に有意
差を認めなかった． 
 
 

表 1．基本項目の比較 

MMSE: mini-mental state examinaton 

表 2．各評価項目の比較 

*: p<0.05, a: 群内の BL との有意差（p<0.05）, b: 同時期の通常群との有意差（p<0.05） 
NRS: numerical rating scale，PCS: pain catastrophizing scale, TSK: tampa scale for kinesiophobia, GDS: 
geriatric depression scale, TUGT: timed up and go test, FIM: functional independence measure, EQ5D: 
EuroQOL 5 dimensions 3-level 



（３）まとめ 
 以上の結果から，圧迫骨折患者に対する通常のリハビリテーションに CBT を併用することに
より，痛みや運動耐容能，身体活動量の改善に効果的であることが明らかとなった．人工膝関節
置換術後患者において，CBT 理論に基づき目標設定や活動日記を用いたリハビリテーションを
実施することで痛みや精神心理面ならびに身体活動量の向上に効果的であるとの報告があり 8)，
今回も同様の結果が示された．本研究の結果からは詳細なメカニズムは明らかではないが，CBT
理論に基づいた目標設定や活動日記を用いた介入を併用することで，患者がリハビリテーショ
ンに対して積極的・前向きに取り組むことを促すことができ，運動アドヒアランスが向上した可
能性がある．その結果，身体活動に対して積極的となり，腰背部痛の軽減や運動耐容能および身
体活動量の向上につながったと考えられる． 
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Trial.

J Knee Surg -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Kondo Y, Yoshida Y, Iioka T, Kataoka H, Sakamoto J, Hirase T, Honda Y, Okita M -

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
高齢者の慢性疼痛に対する運動療法

Progress in medicine 839-844

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
片岡英樹, 平瀬達哉, 坂本淳哉, 沖田　実 40

 １．著者名

10.1155/2020/8814290. eCollection 2020.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Factors Affecting Persistent Postoperative Pain in Patients with Hip Fractures

Pain Res Manag 1-7

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
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10.1002/ejp.1149.
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Effect of a psychosocial intervention programme combined with exercise in community-dwelling
older adults with chronic pain:A randomized controlled trial.

Eur J Pain 592-600

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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Hirase T, Kataoka H, Nakano J, Inokuchi S, Sakamoto J, Okita M 22
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第24回ペインリハビリテーション学会学術大会

第24回ペインリハビリテーション学会学術大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名
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 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
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慢性疼痛を呈した在宅高齢者の抑うつの有無が訪問リハビリテーションの効果におよぼす影響

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
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 ４．発表年

回復期におけるペインリハビリテーションの実際

強い腰背部痛が残存する脊椎圧迫骨折患者の特徴

障害高齢者の身体活動量と関節可動域制限との関連性について

 ４．発表年

 ４．発表年

足部・足関節骨折患者に対する患部・全身の不活動の是正に着目したリハビリテーションの効果の検討

 １．発表者名
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第11回日本運動器疼痛学会
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 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

脳卒中片麻痺後の肩関節痛に対する運動療法と教育を組み合わせたリハ介入の経験

恐怖回避思考を呈した高齢変形性膝関節症患者に対する患者指導を併用した外来理学療法の経験
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足部・足関節骨折患者の疼痛の残存状況とそれに関連する因子の検討
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第23回日本ペインリハビリテーション学会学術大会

第23回日本ペインリハビリテーション学会学術大会
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 ３．学会等名
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後藤　響，片岡英樹，本多彩菜，森田　馨，山下潤一郎，坂本淳哉，沖田　実

本多彩菜，片岡英樹，後藤　響，山下潤一郎，坂本淳哉，沖田　実

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名
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長期不活動により膝痛が増悪した症例に対する運動療法，神経筋電気刺激，活動日記を併用したリハビリテーションの経験

大腿骨近位部骨折患者の術後痛の残存に影響する因子の検討

多発外傷後にfear-avoidance modelを呈した症例に対する認知行動療法を導入したリハビリテーションの経験
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 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

強い腰背部痛が残存する脊椎圧迫骨折患者の特徴

身体活動性向上に主眼をおいたペインリハビリテーション

高齢者における慢性疼痛の持続および新規発生に影響する因子の検討

慢性疼痛を呈した在宅高齢者に対する訪問リハビリテーションの効果の検討－3ヶ月の介入による多面的評価の結果から

 １．発表者名
田中陽理，岩佐恭平，磯貝直樹，百合野大輝，片岡英樹，坂本淳哉，山下潤一郎，沖田　実
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